
青森県の未来をつくる人材育成への挑戦
～プラットフォームの方向性～

2040年の社会・産業構造の変化を見据え、産学官金が強力に連携し、
高校改革や大胆な大学改革と連動した人材育成の「青森モデル」を確立する
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重点４分野の人材育成
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大学間の連携や取組の実効性を高め、若者に選ばれる魅力ある教育環境の実現のためには、
時間割や単位認定の共通化など、これまでの運用や制度の壁を打ち破る改革が必要。

（人材ニーズを踏まえた相互連携）

人材を「待つ」のではなく「共に育てる」ために、産業や地域に密着した人材育成の取組が不可欠

・スマート農水産業の普及拡大
・食品加工や流通の高度化 など

エネルギー・フュージョン部会

・地域内GXの推進
・次世代エネルギー など

観光・グローバル部会
・観光DXの推進
・地域観光の高付加価値化 など

医療・福祉部会

・地域の看護・保育等の維持
など

プラットフォームにおける検討の方向性について 資料２
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